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	製品名: ERCC1マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物はヌクレオチド除去修復経路において機能し、紫外線によって誘発されるDNA損傷やシスプラチンなどの求電子化合物によって形成されるDNA損傷の修復に必須である。コードされているタンパク質はXPFエンドヌクレアーゼ（ERCC4とも呼ばれる）とヘテロ二量体を形成し、ヘテロ二量体エンドヌクレアーゼはDNA損傷の切除過程において5'切断を触媒する。ヘテロ二量体エンドヌクレアーゼは組換えDNA修復および鎖間架橋の修復にも関与している。この遺伝子の変異は脳眼顔骨格症候群を引き起こし、この遺伝子の発現を変化させる多型は発癌に関与している可能性がある。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっている。この遺伝子の最後のエクソンは、反対鎖のCD3e分子イプシロン関連タンパク質遺伝子と重複している。 [RefSeq提供、2009年10月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	ERCC1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	ERCC1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A549 細胞のフローサイトメトリー分析。

